
　
　
 

　
　飯山市農業委員会と飯山市では、今年
も無事に収穫ができたことを感謝し、「食」
と「農」に関係する機関・団体が連携して
｢農｣ の理解促進を図るため、１１月２７日
にトピアホールにて「農のまつり」を開催
しました。
　開催セレモニーとして「農に関する作文・
図画コンクール」の表彰、農業賞の表彰が
行われ、アトラクションとして戸狩小学校
音楽クラブにも出演いただきました。
　会場内には「もちつき」「販売」「丸かじ
り」「伝統食材を使った郷土食」「展示」な
どの各種コーナーが作られ、大勢の市民の
皆さんに来場いただきました。特に「郷土
食」のコーナーでは、日頃なかなか作る機
会が少なくなった郷土料理及び創作料理
がふるまわれ、大勢の方が試食によりその
良さを実感し、レシピを求めていました。 No.192
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
の

事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、

長
野
北
部
地
震
、
福
島
原
発
事

故
、台
風
や
集
中
豪
雨
災
害
と
、

日
本
列
島
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害

を
み
る
に
つ
け
、
災
害
の
復
旧
、

復
興
の
迅
速
な
る
対
応
や
、
日

頃
の
災
害
対
策
の
必
要
な
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
振
興
の
た
め
と

は
言
え
、
国
内
農
業
の
崩
壊
を

も
た
ら
す
、
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

に
多
く
の

国
民
の
反
対
に
も
係
ら
ず
、
政

府
は
、
参
加
に
向
け
協
議
を
進

め
る
と
表
明
し
た
激
動
の
忘
れ

ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
巻
く
環

境
は
、
厳
し
さ
を
増
す
ば
か

り
で
、
当
市
の
農
業
も
皆
様

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
年
々

そ
の
生
産
額
が
減
少
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
農
業
の
収

益
低
下
に
よ
る
意
欲
の
減
退
と

思
わ
れ
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、

地
域
農
業
を
ど
う
す
る
の
か
、

皆
で
話
し
合
う
事
が
大
切
な
時

に
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
農
業
委

員
会
で
は
、
仮
称
で
は
あ
り
ま

す
が
「
地
区
農
業
再
生
会
議
」

の
立
ち
上
げ
を
市
や
Ｊ
Ａ
に
要

請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
課
題
も
あ
り
、
ま
た
条
件

も
あ
り
ま
す
。
国
の
新
た
な
農

業
政
策
の
対
応
を
含
め
て
、
話

し
合
い
の
中
か
ら
地
域
農
業
の

方
向
付
け
が
で
き
れ
ば
一
歩
前

進
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
各
位
の
ご

指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

飯
山
市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
の
飯
山
市
農
業
の
確
立
と
発
展

の
た
め
、
11
月
25
日
に
足
立
市
長
に
対
し
平
成
23
年
度
農
林
業
振

興
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
々
、
農
業
生
産
額
の
減
少
や
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
な
ど
農

業
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、
飯
山
ら
し
い
農
業
振
興

策
の
実
現
に
よ
る
元
気
の
あ
る
農
業
・
農
村
作
り
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
期
待
し
て
市
長
建
議
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

建
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
関
係
す
る
農
業
団
体
と
連
携

を
密
に
し
、
新
規
作
物
の
導
入

等
を
研
究

・
主
要
作
物
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
産
地
維
持
、
地
場
農
畜

産
物
の
利
用
拡
大
や
食
品
加
工

の
試
験
研
究
な
ど
戦
略
的
生
産

体
制
整
備
の
推
進

・
農
地
が
担
い
手
へ
効
果
的
に
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飯
山
市
農
林
業
の
振
興
対
策

に
つ
い
て

農
業
・
農
村
環
境
整
備
と

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

国
・
県
等
関
係
機
関
へ
の
要
望

に
つ
い
て

   

平
成
23
年
度
市
長
建
議

◎国民年金の第１号被保険者であり60 歳未満の者で、年
間 60 日以上農業に従事する者であればどなたでも加入で
き、加入や脱退はいつでも自由にできます。
◎積み立て方式で、毎月の保険料は２万円から６万７千円
まで千円単位で自由に決められ、いつでも金額を変更でき
ます。
◎ 65 歳からの受給開始で終身年金。80 歳前に亡くなった
場合は 80 歳までに受け取るはずであった年金額を、また
65 歳前（年金受給前）に亡くなった場合には死亡一時金
を遺族の方が受け取れます。
◎農業者年金ならではのメリットで、保険料は全額が所得
税の社会保険料控除の対象に、また受け取る年金は公的年
金控除の対象になります。
◎ 60 歳までに 20 年以上加入することが見込まれ、その
他定められた条件を満たした場合、基本保険料（2 万円）
のうち国から 2 割～ 5 割の助成を受けることができます。
　詳しくは、農業委員、農業委員会事務局（☎�３１１１内
線２６１）またはＪＡ窓口までお問い合わせください。

農
地
の
現
状
把
握
と

適
正
化
に
つ
い
て

利
用
集
積
で
き
る
取
組

・
農
地
の
有
効
利
用
た
め
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
推
進
。

・
地
域
の
中
心
と
な
る
農
業
者

が
集
い
、
新
規
導
入
作
物
や
農

地
の
有
効
利
用
・
集
積
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
の
で
き
る
地

区
組
織
づ
く
り
の
推
進

・
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
効

果
的
な
被
害
防
除
技
術
の
開

発
・
普
及
な
ど
、
一
層
の
被
害

防
止
対
策

・
鳥
獣
害
は
森
林
の
問
題
で
も

あ
り
、
森
林
の
整
備
や
里
山
の

保
全
活
動
へ
の
支
援
継
続

・
農
地
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

農
地
利
用
状
況
調
査
へ
の
対

応
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定)

に
つ
い
て
、

交
渉
参
加
を
表
明
し
た
政
府
の

方
針
撤
回
を
求
め
る
こ
と

　

建
議
提
出
後
、
市
長
と
農
業

委
員
の
懇
談
が
行
わ
れ
農
業
後

継
者
対
策
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
市
長
よ
り
「
24
年

度
は
農
業
問
題
が
重
要
と
考
え

■
発
行
人　
飯
山
市
農
業
委
員
会
長　
伊
澤
春
一

■
編　
集　
飯
山
市
農
業
委
員
会　
情
報
委
員
会

る
。
特
に
飯
山
市
は
緑
豊
か
な

農
地
の
か
も
し
だ
す
景
観
、
こ

の
地
域
が
生
み
出
す
農
産
物
と

い
っ
た
ベ
ー
ス
が
無
い
と
魅
力

が
な
い
。
基
盤
と
な
る
農
業
振

興
に
重
点
施
策
と
し
て
力
を
入

れ
た
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
農
業
・
農
村
環
境

整
備
と
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」

の
中
の
「
地
区
組
織
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
12
月
5
日
に
Ｊ

Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
の
佐
藤
重
雄

代
表
理
事
組
合
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　 　  農のまつり開催
 　  ことしの実りに感謝して　

　飯山市農業委員会では、「本市農
林業の振興・発展に貢献し、その実
績が顕著で他の模範となるもの」を
農業賞として表彰しており、今年度
は「ＪＡ北信州みゆき木島里芋研究
会」に決定し、会長の「市川忠夫」
さんが会を代表して受賞しました。
　同研究会は「坂井芋」の生産振興により組合員の利益の向上を
目的として平成 14 年に設立され、木島地区で生産されている坂井
芋の品質向上や生産規模の拡大、労力の省力化に努めるだけでな
く、広報活動や独自の販売網の開拓などを通して、坂井芋の産地

として定着させるために日々尽力し
ています。
　坂井芋は、木島地区で水に強い安
定した作物として江戸時代に導入さ
れた里芋がその始まりだといわれて
います。
　千曲川の増水により木島地区は過

去に幾度となく水害や堤外地の浸水に見舞われましたが、一方で、
湿り気のある砂目まじりの肥沃（ひよく）な土地をもたらしました。
　坂井芋はこの土地でなければつくることができない「独特の味」
を持つ里芋であり、この地で安定した農業を営むことを願った先
人達が生み出した貴重な財産であります。また、坂井芋は平成１９
年に常盤牛蒡（ごぼう）と共に「信州の伝統野菜」の認定を受け
ました。

 研究会会長 市川忠夫氏へ授与

　飯山市農業賞受賞　
 　  　 　「ＪＡ北信州みゆき　木島里芋研究会」

 伝統野菜　坂井芋（木島地区）

年頭のごあいさつ

「地域農業再生」
の話合いを

農業委員会長　伊澤 春一

 ＪＡ佐藤組合長へ意見書の提出

 伊澤農業委員会長より足立市長へ建議

老後の備えは農業者年金の加入から


